
船舶事故調査報告書 

令和７年７月９日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突 

発生日時 令和６年１２月１３日 １５時０１分ごろ 

発生場所 愛知県田原市伊
い

良
ら

湖
ご

岬東南東方沖 

 伊良湖岬灯台から真方位１１０°５.１海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯３４°３３.０′ 東経１３７°０６.８′） 

事故の概要  油送船第二鶴
かく

水
すい

丸は、東北東進中、また、漁船辰巳
た つ み

丸は、西北西進

中、両船が衝突した。 

事故調査の経過 令和７年１月８日、主管調査官（横浜事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 油送船 第二鶴水丸、４９８トン 

１４２５９４、山河海運有限会社 

Ｂ 漁船 辰巳丸、９.１トン 

ＡＣ２－５２２３（漁船登録番号）、株式会社オフィス辰巳丸 

第２４０－６７０８５号（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、四級（航海） 

  航海士Ａ、六級（航海） 

Ｂ 船長Ｂ、一級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 Ａ 右舷中央部外板に擦過傷 

Ｂ 右舷船首部及び右舷部外板に亀裂等 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 東北東、風力 ２、視界 良好 

海象：波高 約０.５～１.０ｍ、潮汐 上げ潮の末期、潮流 北西流

約０.６ノット（kn）（伊良湖岬と三重県鳥羽市神島間の中央

部） 

 事故の経過  Ａ船は、船長Ａ及び航海士Ａほか３人が乗り組み、航海士Ａが単独

で船橋当直につき、京浜港横浜区に向けて伊良湖水道航路の南口を出

て左転し、約１１kn の速力（対地速力、以下同じ。）で自動操舵によ

り東北東進していた。 

航海士Ａは、レーダーで右舷船首方約４Ｍに接近するＢ船を認め、

Ｂ船のＡＩＳ情報を表示させず、これまでの経験から、小型漁船のＢ

船がＡ船を避けると思い、Ａ船を同じ針路及び速力で航行させた。 

航海士Ａは、Ａ船の前路にはＢ船以外に他船を見掛けなかったの

で、Ｂ船がＡ船に気付いて、向かってくることはないと思い、Ｂ船の

動静監視を行わず、Ｂ船を避航する操船を行わないまま、Ａ船の右舷

中央部とＢ船の右舷船首部とが衝突した。 

 自室にいた船長Ａは、衝撃を感じて昇橋し、Ｂ船に近寄ろうと操船



指揮に当たり、航海士Ａに海上保安庁へ本事故の発生を通報させた

後、同庁の指示を受けてＡ船を鳥羽市鳥羽港沖に錨泊させた。 

Ｂ船は、船長Ｂほか２人が乗り組み、伊良湖岬東南東方沖において

きんめだい
．．．．．

の一本釣り漁を終え、操舵室の椅子に腰を掛けた船長Ｂが

操船に当たり、愛知県蒲郡
がまごおり

市形
かた

原
はら

漁港に向けて約１０.５kn の速力で

自動操舵により西北西進していた。 

船長Ｂは、手元のタブレット端末に表示させた動画（以下「タブ

レットの動画」という。）を見ながら航行していたところ、ふと前方

を見ると左舷船首方にＡ船を含む数隻を認め、ＧＰＳプロッターに表

示された数隻のＡＩＳ情報等を見て、針路を変更しなくてもＡ船の船

首側を安全に通過できると思った。 

船長Ｂは、左舷船首方から目を離し、タブレットの動画に意識を向

けながら、Ｂ船を同じ針路及び速力で航行させ続けたところ、突然衝

撃を感じ、前方を見て、Ｂ船とＡ船とが衝突したことを知った。 

船長Ｂは、負傷者がいないこと及び損傷状況を確認し、海上保安庁

に通報した後、同庁の指示を受けてＢ船を田原市伊良湖港に入港させ

た。 

（付図１ 航行経路図 参照） 

分析 Ａ船は、東北東進中、航海士Ａが、右舷船首方にＢ船をレーダーで

認めたものの、Ｂ船がＡ船を避けると思い、継続した見張りを行わな

かったことから、Ｂ船と衝突したものと考えられる。 

航海士Ａは、Ａ船の付近にはＢ船以外に他船を見掛けなかったこと

から、Ｂ船がＡ船に気付いて、向かってくることはないと思ったもの

と考えられる。 

Ｂ船は、西北西進中、船長Ｂが、左舷船首方にＡ船を視認したもの

の、ＡＩＳ情報等から針路を変更しなくてもＡ船の船首側を安全に通

過できると思い、継続した見張りを行っていなかったことから、Ａ船

と衝突したものと考えられる。 

Ａ船とＢ船は、互いに進路を交差する状況で接近し、Ａ船がＢ船を

右舷側に、Ｂ船がＡ船を左舷側に見ていたことから、海上衝突予防法

上、Ａ船が避航船、Ｂ船が保持船の位置関係にあったものと考えられ

る。 

原因 本事故は、Ａ船が東北東進中、Ｂ船が西北西進中、航海士Ａが、右

舷船首方にＢ船をレーダーで認めたものの、Ｂ船がＡ船を避けると思

い、継続した見張りを行わなかったため、また、船長Ｂが、左舷船首

方にＡ船を視認したものの、ＡＩＳ情報等から針路を変更しなくても

Ａ船の船首側を安全に通過できると思い、継続した見張りを行ってい

なかったため、両船が衝突したものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 



 ・船橋当直者は、自船の前方を横切る態勢の小型船が避けると思わ

ず、同船の動静を監視し、衝突のおそれがあるときは、早期に避

航のための措置を採ること。 

 ・船長は、航行中、タブレット端末を見るなど、操船以外のことに

意識を向けることを避け、常時、周囲の見張りを行うこと。 

 

付図１ 航行経路図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事故発生場所 

（令和６年１２月１３日 

 １５時０１分ごろ発生） 

愛知県 

田原市 

伊良湖岬 

Ａ船 

Ｂ船 

伊良湖岬灯台 

× 


